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 観察・実験を通して学ぶ理科の内容のうち、中学校や高等学校にてＸ線の実験が実施されるこ

とは容易ではない。放射線の実験に関しては、法令（年少者労働基準規則第八条三十五「ラジウ

ム放射線、エックス線その他の有害放射線にさらされる業務」）に基づく「満十八歳に満たない者

を就かせてはならない業務」に該当しうる。 

 ここ数年間、オンライン方式の教育法の普及が目覚ましい。Ｘ線の装置は無くとも、当該機器

を提供する施設に装置があって、担当者がいれば、DX により、リモート操作を拡大した感覚で、

オンライン方式による教卓実験が可能となる。受講生は、手元のタブレット端末で、解析のため

のプログラミングとともに、結果を画像として取得する体験ができる。地域的な教育用の実験装

置の設置格差を世界規模で解消できる。 

本研究では、東京学芸大学を拠点として X 線発生装置、及び X 線２次元検出器を用いた基礎的

な実験をリモートで実施し、世界中の学校とつながるオンライン教育用Ｘ線実験室の設置を目指

す。Ｘ線２次元検出器としては、CdTe をセンサーとした最新型の WERPAD 検出器（Wide Energy 

Range Pixel Array Detector、受光面積 20 mm×80 mm、下の写真参照）を用いる。本発表では、Ｘ

線発生装置を用いた WERPAD 検出器の性能評価、最新の整備状況について報告する。本研究は、

令和５年度東京学芸大学運営費交付金、設備マスタープラン推進事業（業務達成基準）設備名「世

界中の学校とつながるオンライン教育用Ｘ線実験室～二次元放射線検出器～」による。 
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